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群馬県では、「群馬県食育推進計画「ぐんま食育こころプラン」」（以下「ぐんま食育こころプラン」
という。）に基づき、食育に関する様々な施策を実施しています。
「ぐんま食育こころプラン」では、「伝統的な食文

化の保護・継承」を重点課題の一つに位置付けてお
り、群馬県に根付く食文化を次世代につないでいく
ために、主に三つの取組を行っています。

一つ目の取組として、地域の郷土料理や伝統料理
の重要性を再認識し、記録に残しながら継承してい
くため、「食文化普及・継承事業」を実施し、普及啓
発資料を用いた継承活動を行っています。平成29

（2017）年6月に、群馬県内の35市町村の郷土料理
の由来等を写真付きで紹介するリーフレット「ぐんまの郷土料理」を作成しました。主に食生活改善推
進員が地域で活動する際に活用されています。平成31（2019）年3月には、日本の伝統的な食文化、
群馬県の気候風土と郷土料理や伝統料理、食文化を伝えるための取組等をまとめた「ぐんまの食文化
継承テキスト」を作成し、主に県内の幼稚園、こども園、小中学校等へ配布し、給食の時間や授業等
での指導に活用されています。学校などのほか、県職員が地域や団体の集会等に出向き、県の取組等
について説明、講演する「出前なんでも講座」においても、同テキストを活用し、食文化の継承に関
する講話を行っています。

二つ目の取組として、学校給食において、子供た
ちが地域の豊かな自然や生産・流通等に携わる人々
への理解を深めることを目的に、平成13（2001）年
から、10月24日を「学校給食ぐんまの日」と定め、
学校給食に「おっきりこみ1」などの群馬県の郷土料理
や、県産農産物を使用した献立を取り入れています。
さらに、「学校給食ぐんまの日」の普及と児童生徒の
食に対する興味関心を高めるため、平成16（2004）
年から「学校給食ぐんまの日」絵画コンクールを実
施しています。
「ぐんま食育こころプラン」では、「若い世代への食育の推進」も重点課題に掲げており、三つ目の

取組として、県内6大学（短大、専門学校含む。）の教員と学生による「若い世代食育推進協議会」の
議事として「食文化の継承」を取り上げ、若い世代の視点に立った食育のアプローチを検討していま
す。協議会の中で若い世代に群馬県の食文化を継承するにはどうしたらよいかをテーマに話し合い、
その成果として、令和3（2021）年2月には、「ぐんまの食文化継承テキスト」を活用した郷土料理の
動画を作成し、群馬県の公式YouTubeチャンネル「tsulunos」に掲載しました。

1　小麦粉を使った幅広の麺を生麺のまま、野菜を中心とした具と共に煮込んだ料理。麺には塩を
加えないのが特徴

「ぐんま食育こころプラン」に基づく食文化継承の取組
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（左）ぐんまの食文化継承テキスト（2019年3月発行）
（右）ぐんまの郷土料理（2017年6月発行）
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